
〈機会〉

※1 PBF（Plant-Based Food：植物性食品）。
※2 One Health：生態系の健康、そして動物の健康を守ることが、人の健康を守ることでもあるという事実を認識し、人、動物、生態系、3つの健康を一つと考え、守っていこうという概念。

項目 内容

2050年頃における財務インパクトの評価

内容

発現時期 影響期間 影響度

5年以内 10年以上 中

発現時期 影響期間 影響度

11年後以降 10年以上 小

内容

1.5℃シナリオ

市場

レジリエンス

PBF※1 市場の
拡大機会

●サステナブル調達推進による環境保全への配慮
●当社グループが強みを持つ植物性素材の提供による、脱炭素社会における社会課題の解決と次世代事業の育成
●グローバル研究ネットワークの構築とオープンイノベーションの推進
●気候変動の影響で高まるエシカル・健康志向など、変化する市場環境･ニーズを機会と捉え、サステナブル調達推進による環境保全への配慮、当社グループが強みを持つ植物性素材の提供によって、脱炭素社
会における社会課題の解決と次世代事業の育成を実行
・市場が求めるトレンドを的確に捉えた製品開発や事業戦略の推進に必要となる体制の構築により、将来の事業環境変化を想定した高付加価値製品への事業ポートフォリオの見直し、生産拠点の全体最適化など
による挑戦領域への展開に注力
・国内外の研究機関との産学連携コンソーシアムの構築や積極的な参加、欧州R&D拠点をハブとしたオープンイノベーションの推進により、新技術の取得とグローバル人材の育成を進め、脱炭素社会における
社会的価値の創出を加速

植物性タンパク質
（肉代替・乳製品代
替など）市場におけ
る売上の増加

以下の機会を捉え、当社グループの差別化技術・組み合わせ技術、顧客と
の共創により旨みやコク、風味を植物性で付与することで製品の競争力を
高め、当社グループの売上が大幅に増加する。
・社会での環境問題を重視する価値観が浸透する中、家畜の育成には多く
の飼料、水、土地を必要とし、水不足、森林破壊につながり、気候変
動に悪影響を及ぼす可能性があるといった見解を受け、サステナビリ
ティ重視の価値観を消費行動に反映するといわれるミレニアル世代・Z
世代やベジタリアンを中心に、植物性タンパク質（肉代替・乳製品代替
など）の消費が活発となり、世界でそれらの市場が大幅に拡大する

・世界の人口増、経済発展、食生活の変化などから、中低所得国を中心に
畜肉や乳製品の需要量が増加する。一方、気候変動による異常気象や自
然災害、平均気温上昇が畜産業に悪影響を与え、世界の畜肉や乳製品の
供給量が不足することで、それらを補う植物性タンパク質（肉代替・乳
製品代替など）の需要が増加する。動物性タンパク質への依存度が高い
日本、米国、欧州では植物性タンパク質への移行が進み、サブサハラア
フリカや南アジアではタンパク質不足により、植物性タンパク質の需要
が拡大する

以下の機会を捉え、当社グループの差別化技術・組み合わせ技術、顧客と
の共創により旨みやコク、風味を植物性で付与することで製品の競争力を
高め、当社グループの売上が増加する。
・1.5℃シナリオとは異なり、社会での環境問題を重視する価値観が浸透
せず、サステナビリティ重視の消費行動は拡大しないが、世界の人口増、
経済発展、食生活の変化などから、中低所得国を中心に畜肉や乳製品の
需要量が増加する一方、1.5℃シナリオを上回る気候変動による異常気
象や自然災害、平均気温上昇が畜産業に悪影響を与え、世界の畜肉や乳
製品の供給量が不足することで、それらを補う植物性タンパク質（肉代
替・乳製品代替など）の需要が増加する。動物性タンパク質への依存度
が高い日本、米国、欧州では植物性タンパク質への移行が進み、サブサ
ハラアフリカや南アジアでは人口増に伴うタンパク質不足により、植物
性タンパク質の需要が拡大する

発現時期 影響期間 影響度

10年以内 10年以上 中

発現時期 影響期間 影響度

11年後以降 10年以上 中

気候変動が惹
起する新たな
健康問題に関
係する機会

免疫改善、高栄養・
高タンパク、低糖質
などの消費者ニーズ
の高まりによる売上
の増加

以下の機会を捉え、当社グループが展開する多糖類事業、安定化DHA・
EPA事業などの機能性高付加価値事業やチョコレート事業、植物性タン
パク事業において研究開発を進めている新規技術や既存技術が活用され、
当社グループの売上が増加する。
・世界的な気候変動により、デング熱、マラリアなどの感染症に適した気
温域が移行し、これまで発生しなかった国・地域における感染症発生や
熱中症拡大などの新たな健康問題が惹起され、人々の健康意識がますま
す向上する

・そのような中で感染症や熱中症の増加に加え、将来、南アジア、欧州、
アフリカ、北米、中南米などの国々で急増が見込まれている肥満、糖尿
病、認知症などの生活習慣病に対しても、それらを予防する免疫改善、
高栄養・高タンパク、低糖質などへの消費者ニーズが高まり、乳酸菌、
DHA・EPA、ポリフェノール、タンパク・ペプチド、低糖質チョコレー
トなどの需要および市場が拡大する

・社会での環境問題を重視する価値観の浸透により、全世代において
「One Health」※2 の概念が強まり、地球と人間の健康をベースとした製
品需要増により、感染症や熱中症、また肥満、糖尿病認知症などの生活
習慣病などの予防効果が期待でき、かつ環境保全・健康に貢献する当社
グループのPBF製品に対する需要が拡大する

以下の機会を捉え、当社グループが展開する多糖類事業、安定化DHA・
EPA事業などの機能性高付加価値事業やチョコレート事業、植物性タン
パク事業において研究開発を進めている新規技術や既存技術が活用され、
当社グループの売上が増加する。
・世界的な気候変動により、デング熱、マラリアなどの感染症に適した気
温域が移行し、これまで発生しなかった国・地域における感染症発生や
熱中症拡大などの新たな健康問題が惹起され、人々の健康意識がますま
す向上する

・そのような中で感染症や熱中症の増加に加え、将来、南アジア、欧州、
アフリカ、北米、中南米などの国々で急増が見込まれている肥満、糖尿
病、認知症などの生活習慣病に対しても、それらを予防する免疫改善、
高栄養・高タンパク、低糖質などへの消費者ニーズが高まり、乳酸菌、
DHA・EPA、ポリフェノール、タンパク・ペプチド、低糖質チョコレー
トなどの需要および市場が拡大する

・1.5℃シナリオとは異なり、社会での環境問題を重視する価値観、「One 
Health」の概念が定着せず、地球と人間の健康をベースとした製品需
要が増加しないことから、感染症や熱中症、また肥満、糖尿病、認知症
などの生活習慣病などの予防効果が期待でき、かつ環境保全・健康に貢
献する当社グループのPBF製品に対する需要が1.5℃シナリオほどは
拡大しない

〈対応の方向性〉

4℃シナリオ財務
インパクト


